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研究成果の概要（和文）：肖像画を用いた人霊祭祀を日本・東アジア諸国、および歴史学・美術史学という垣根
を越えての理解を目指した本研究の成果として、まず東アジアの帝王像の研究分野に共有される土台構築を挙げ
ておく。天皇・琉球国王の肖像画「御後絵」の集成とそれを中国・ベトナム・朝鮮の帝王像と比較しうる報告書
の刊行、「御後絵」の初の専論の刊行等である。報告書は天皇家の菩提寺泉涌寺と塔頭雲龍院の所蔵品のほぼ全
点を一書で総覧しうる初の成果である。その他、これまで日本で全く議論されなかったベトナムの釈奠について
の関心の喚起、士庶人の影幀を使用した人霊祭祀の様相解明等にも成果を上げ、博物館の展示を通じて市民への
還元を行った。

研究成果の概要（英文）：This study aims to link the study of the documents historical study and the 
art historical study on the subject of human soul rituals using portraits in East Asia. The results 
of this study are noteworthy in terms of building a common foundation for the field of research on 
portraits of emperors in East Asia. In particular, we have introduced many portraits of Japanese 
emperors and Ryukyu king. We have also added new insights into the Vietnamese ritual of celebrating 
Confucius and his followers (Sekiten), and into the portrait rituals of common people in East Asia. 
We also returned our research findings to the public in the form of a museum exhibit.

研究分野： 歴史学（日本史学）

キーワード： 肖像画　帝王　天皇　御後絵　泉涌寺　琉球国王　釈奠　天神
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研究成果の学術的意義や社会的意義
泉涌寺・雲龍院所蔵の天皇像と東アジアの帝王像を一堂に会する報告書の刊行によって、天皇像を含む東アジア
帝王像の研究を国際的な研究課題として登録し得た。それが歴史学と美術史学の協業によって行われた点は、両
者の協業の一つの姿を示すものとなっている。本研究における琉球国王の肖像画「御後絵」研究の深化は、奇し
くも補助期間の最終段階に沖縄戦以来所在不明になっていた御後絵のうち2点がアメリカで発見され、沖縄県に
引き渡されたこととによって、今後学術研究上のみならず社会的にも重要な意味を持つものとなる。釈奠研究に
ベトナムを加え、比較研究する必要性も提起できた。博物館の展示を通じて社会へ成果の還元も行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）日本の歴史学・民俗学・思想史学・美術史学では、人霊祭祀に関する議論が活発になされ
ていた。しかし、それらは日本に自閉し、東アジアの人霊祭祀を視野に入れたものにはなって
いなかった。とはいえ、靖国神社の祭祀が儒典に依拠していることは既に指摘されていたから、
人霊祭祀は東アジアの文化基盤の上で理解される必要があった。 

（2）歴史学・美術史学はともに「史学」でありながらも、その相互交流は必ずしも活発とはい
えなかった。両者の協業の成功例を提示することができれば、近くて遠い両者による協業を進
展させてゆく契機となることが期待された。 

 
２．研究の目的 

東アジア諸国における影幀を用いた人霊祭祀を題材に、以下の２項を達成することを目的と
した。本研究において東アジアとは、近世期に漢字と儒教道徳を共有した日本・琉球・中国・
ベトナム・朝鮮を指す。 
(1) 日本の宗教文化史研究を、東アジア宗教文化史研究の舞台に引き出し、国際的な議論
を喚起する。 

(2) 宗教思想を媒介に、歴史学・美術史学の壁を越える範型＝方法論を構築する。 
 
３．研究の方法 
歴史学と美術史学が共通の研究対象となし得る影幀(肖像画)を用いた人霊祭祀に材を求め、以 
下の方法で研究を進めた。 
(1)検討対象 
（甲）東アジア諸国の帝王の影幀を用いた祭祀  
（乙）東アジア諸国の釈奠（孔子ら儒教の聖人祭祀） 
（丙）釈奠から派生した柿本人麻呂影供・天神（菅原道真）影供 
(2)研究組織：日本・琉球・中国・ベトナム・朝鮮をカバーする内外の研究者で構成（海外   
研究者は研究協力者）し、歴史班と美術班に分け、歴史班は関連文献の収集・研究、美   
術班は関連図像の収集・研究を主として担当した。 

 
４．研究成果 
（1）東アジアの帝王像を比較検討し得る手段の構築：『描かれた天皇と琉球国王』の刊行 
 天皇家の菩提寺であった泉涌寺とその塔頭雲龍院が所蔵する天皇および皇子・皇女らの画像 
ほぼ全点と、沖縄県立芸術大学附属図書・芸術資料館所蔵の琉球国王肖像画「御後絵」写真全  
点に加え、明・清皇帝、朝鮮国王、ベトナム阮朝皇帝画像・肖像写真を掲載し、解題と関連文
献を明示する年表を付した報告書を刊行した。朝鮮国王については、海外研究協力者からの寄
稿を得た。本報告書は歴史学と美術史学の協業のもとにはじめて完成され得た成果であり、且
つ今後天皇像を東アジア規模で考察してゆく足がかりを構築した点において、本研究の所期
の目的の達成を最も顕著に示すものである。天皇像について、泉涌寺・雲龍院所蔵の画像を一
書で一覧できる最初の書籍でもある。 

（2）琉球国王肖像画「御後絵」研究の専論刊行 
 研究分担者の平川信幸は、それまでの自身の研究の上に本研究での成果を加えて、御後絵に  

ついての初めての専論学術書を刊行した。その内容は、御後絵の歴史と保存、描かれた図像、
衣装、家臣団、道具・家具類までをも、中国の事例と比較しながら詳細に分析したもので、御
後絵についての研究水準を飛躍的に高めた。本書の射程は、士族の肖像画や琉球の孔子像にま
で及んでおり、御後絵のみならず琉球肖像画研究を牽引してゆく先駆的研究である。 
本研究の成果というわけではないが、補助期間の最終段階である令和６年３月 14 日、沖縄戦
以来所在が不明になっていた御後絵のうち 2 点がアメリカで発見され、沖縄県に引き渡され
たことが発表された。実物資料が得られたことによって今後、御後絵研究は飛躍的に発展する
であろうが、本研究の成果はそこにも寄与してゆくことが期待される。 

（3）沖縄の歴史・美術史研究と本土のそれとの共通の議論の土台形成 
 令和 4 年 12 月 17 日琉球沖縄歴史学会と共催で、研究代表者・分担者を報告者とした研究の
中間報告会を開催した。内容は、釈奠・人麻呂祭祀、天神像の展開、天皇の肖像画、御後絵に
ついての報告であった。これによって、沖縄の歴史・美術史研究と本土のそれとの共通の議論
の土台の地均しをすることができた。 

（4）ベトナムの釈奠・孔子祭祀に対する研究の必要性の喚起 
井上は、上記の中間報告会を含む学会報告で釈奠に関する報告を行った。そこでは、国家レベ
ルの孔子廟のみならず、省・県レベルの孔子廟の紹介を行った。これまでベトナムの釈奠や
省・県レベルの孔子廟に関する情報は日本では共有されていなかったが、それらを共有する必
要性を提起できたと考える。ベトナムの釈奠関係の文献史料も蒐集したが、COVID-19 の影響
で調査が遅れたため、未だ学界に共有できていない。早急に共有を図ってゆく所存である。 



（5）士族・庶人の肖像画に対する研究の進展 
 平川の成果が士族の肖像画にまで及んだように、本研究の進行過程では、当初は研究対象に含   
めていなかった士族や庶人の肖像の情報が集積されてきた。副次的ではあるが、それらに対す  
る検討も本研究では進んだ。平川による琉球の士族・庶人の肖像画に対する研究成果や、井上 
の朝鮮の庶人による影幀を用いた人霊祭祀の具体像を『東国続三綱行実図』から抽出した研究 
成果を提示することができた。井上の研究は、これまで王朝の儒教イデオロギー振興のための 
文脈でしか捉えられてこなかった『東国続三綱行実図』の新たな史料的側面に光を当てた。 

（6）大阪歴史博物館における展観 
本研究の成果報告として次の 2本の展観を持ち、一般市民向けに研究成果を還元した。 
・「おおさかの肖像画」（自令和 4年 1月 5日 至同年 2月 14 日）常設展示 9階「町人の文化」
コーナー 大坂の町人や学者など庶人の肖像画を展示した。 

・特集展示「描かれた人たち―尊崇・憧憬・追憶―」（自令和 6年 1月 10 日 至同年 3月 4日） 
 8 階特集展示室 孔子や柿本人麻呂をはじめとする肖像画の実物展示に加え御後絵のパネ
ル展示を行った。 
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作品展示「おおさかの肖像画」　2022年1月5日～2月14日　大阪歴史博物館　９階常設展示室 
展示紹介「おおさかの肖像画」（「なにわ歴博カレンダー　No.79」所収　2021年11月30日発行）

 ２．出版社

 ２．出版社

思文閣出版

埼玉大学教養学部

大阪歴史博物館

284

132

4

特集展示　描かれた人たち―尊崇・憧憬・追憶―　（展覧会リーフレット）

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

琉球国王の肖像画「御後絵」とその展開

描かれた天皇と琉球国王　埼玉大学教養学部リベラルアーツ叢書16

平川信幸

井上智勝　平川信幸　松浦清　岩佐伸一

岩佐伸一

 ２．出版社



６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況
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(Iwasa Shinichi)
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史博物館・主任学芸員

(84433)

所属研究機関・部局・職
（機関番号）
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